
一
二
ノ
五
ノ
二 

大
町
桂
月 

紀
行
文
「
笠
置
山
」
筆
の
す
さ
び 

明
治
四
十
五
年
一
月 

 

解
説 大

町
桂
月
（
明
治
二
年
～
大
正
十
四
年
）
は
韻
文
、
随
筆
、
紀
行
な
ど
を
能
く
す
る
美
文
家
と
し
て
知
ら

れ
る
。
北
海
道
や
奥
入
瀬
等
を
愛
し
、
大
雪
山
の
一
部
に
は
そ
の
名
を
冠
し
た
桂
月
岳
が
あ
り
、
晩
年
は
奥

入
瀬
渓
谷
の
蔦
温
泉
に
居
住
し
、
こ
こ
で
最
後
を
迎
え
た
。
こ
の
紀
行
文
で
も
感
じ
る
よ
う
に
、
桂
月
の
思

想
は
国
粋
主
義
的
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
笠
置
山
に
お
け
る
後
醍
醐
天
皇
の
苦
悩
、
楠
木
正
成
の
忠
君
思
想

に
は
、
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
相
当
力
を
入
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。 

明
治
四
十
五
年
に
発
行
さ
れ
た
「
筆
の
す
さ
び
」
に
集
録
さ
れ
て
い
る
紀
行
文
「
笠
置
山
」
は
時
代
を
反

映
し
て
忠
君
愛
国
の
思
い
に
あ
ふ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
笠
置
山
を
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
い
る
感
が
あ
る
。 

 
 

当
時
は
太
平
記
や
日
本
外
史
は
よ
く
読
ま
れ
て
い
て
、
世
の
人
の
常
識
と
な
っ
て
い
た
。
明
治
か
ら
戦
前

ま
で
の
笠
置
山
が
、
そ
れ
ら
の
代
表
的
な
舞
台
と
し
て
、
如
何
に
人
心
に
溶
け
込
ん
で
い
た
か
、
賑
わ
っ
て

い
た
か
が
こ
の
紀
行
文
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。 

な
お
文
頭
の
男
女
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
新
興
日
本
に
あ
り
て
、
精
神
高
揚
し
て
い
る
時
代
の
も
の
で
、

現
在
の
も
の
と
は
全
く
異
な
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
時
代
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
い
。 

 

笠
置
山
を
案
内
す
る
紀
行
文
の
う
ち
、
江
戸
時
代
の
も
の
と
し
て
、
月
潭
道
澄
の
「
笠
置
山
記
」・
津 

坂
東
陽
の
「
笠
置
山
記
」・
斉
藤
拙
堂
の
「
陪
游
笠
置
山
記
」（
い
ず
れ
も
拙
書
「
笠
置
寺
激
動
の
１
３
０
０ 

年
」
に
全
文
あ
り
）
を
も
っ
て
白
眉
と
す
る
が
、
こ
の
大
町
桂
月
の
記
は
明
治
時
代
の
笠
置
山
を
伝
え
る
最 

高
の
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

笠
置
山 

一
、
男
女
の
学
生 

高
輪
の
泉
岳
寺
を
訪
ふ
も
の
、
誰
か
日
本
国
民
を
ゆ
か
し
き
国
民
と
思 

は
ざ
ら
ん
や
。
東
京
に
て
．
年
が
年
中
、
参
詣
者
の
最
も
多
き
処
は
、
浅 

草
観
音
也
。
之
に
次
ぐ
も
の
を
泉
岳
寺
と
な
す
。
浅
草
観
音
に
は
、
御
利 

益
あ
り
、
加
ふ
る
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
興
行
物
を
以
て
す
。
穴
守
稲
荷
や
、 

成
田
不
動
や
、
河
崎
の
大
師
や
、
堀
内
の
祖
師
や
、
大
久
保
彦
左
術
円
の 

墓
や
、
鼠
小
僧
の
墓
や
、
み
な
、
そ
れ
ぞ
れ
御
利
益
を
以
て
人
を
惹
く
。 

泉
岳
寺
に
は
、
唯
、
四
十
七
士
の
墓
あ
る
の
み
也
。
何
も
御
利
益
あ
る
に 

非
ず
。
而
し
て
参
詣
者
の
絶
え
ざ
る
は
、
四
十
七
士
を
慕
ふ
也
。
四
十
七 

士
を
幕
ふ
は
、
義
を
解
す
る
也
。 

 
 

・ 

之
を
関
西
地
方
に
求
む
る
に
、
笠
置
山
に
上
る
も
の
、
日
に
、
多
き
は 

千
人
を
越
ゆ
る
こ
と
あ
り
。
少
な
き
も
百
人
に
下
る
こ
と
な
し
。
山
上
に 

寺
あ
れ
ど
も
、
別
に
御
利
益
あ
る
に
非
ず
。
風
光
美
な
れ
ど
も
、
そ
の
為 



の
み
に
て
は
、
斯
る
都
会
よ
り
遠
き
山
上
に
、
日
々
、
数
百
人
を
惹
く 

べ
し
と
も
思
は
れ
ず
。
笠
置
山
に
上
る
も
の
は
、
主
と
し
て
、
後
醍
醐
天 

皇
行
在
所
の
跡
を
弔
ひ
ま
つ
る
也
。 

わ
れ
曾
て
日
本
外
史
を
読
み
、
太
平
記
を
読
み
、
斎
藤
拙
堂
の
笠
置
遊 

記
を
読
み
、
頼
山
陽
の
笠
置
懐
古
の
詩
を
読
み
て
、
笠
置
山
に
上
ら
む
と 

思
ふ
こ
と
切
な
り
し
が
、
こ
ゝ
に
漸
く
思
叶
ひ
て
、
笠
置
駅
に
下
り
て
、 

心
覚
え
ず
躍
る
。
笠
置
山
、
今
や
、
僅
々
数
十
歩
の
外
に
峙
立
せ
る
也
。 

想
像
せ
し
よ
り
も
、
笠
置
山
は
、
低
く
し
て
且
つ
小
也
。
海
抜
わ
づ
か 

に
九
百
五
十
四
尺
、
山
下
の
地
が
二
百
尺
以
上
も
あ
る
べ
け
れ
ど
、
直
立 

す
る
こ
と
、
町
数
に
す
れ
ば
、
二
町
に
も
足
ら
ず
。
上
に
は
常
盤
木
あ
り 

て
、
下
に
は
雑
木
生
ひ
、
巌
石
、
処
々
に
露
出
す
。
こ
の
あ
た
り
の
山 

々
の
中
に
て
も
、
低
き
方
也
。
さ
れ
ど
、
孤
立
せ
る
を
以
て
、
山
城
と
し 

て
は
、
一
要
害
た
る
を
失
は
ず
。
北
は
直
に
木
津
川
に
接
す
。
こ
の
川
と 

西
麓
停
車
場
附
近
の
四
五
町
の
平
地
と
を
除
き
て
は
、
四
面
み
な
山
又
山
、 

谷
又
谷
也
。 

駅
前
に
導
者
を
雇
ひ
、
笠
置
の
人
家
の
間
を
過
ぎ
、
や
ゝ
南
し
て
、
山 

の
入
口
に
達
す
。
駅
よ
り
こ
ゝ
ま
で
三
町
の
程
に
過
ぎ
す
。
こ
れ
よ
り
路 

は
迂
回
し
て
上
る
。
勾
配
急
な
ら
す
。
凡
そ
二
町
に
し
て
、
あ
ば
ら
な
る 

小
堂
あ
り
。
下
の
堂
と
称
す
。
二
人
の
女
学
生
の
下
り
来
る
に
逢
ふ
。
い 

づ
れ
も
、
菫
を
摘
み
た
め
て
手
に
持
て
り
。
又
、
二
人
の
男
の
学
生
の
下 

り
来
る
に
逢
ふ
。
こ
れ
は
、
何
も
摘
み
取
り
て
居
ら
す
。
女
学
生
の
花
を 

摘
み
取
れ
る
と
男
の
学
生
の
然
ら
ざ
る
と
は
好
一
対
の
対
照
也
。
も
と
よ 

り
女
は
、
い
つ
も
花
を
つ
み
、
男
は
つ
ま
ぬ
と
は
限
ら
ざ
れ
ど
も
、
こ
は
、 

偶
然
に
男
女
両
性
の
特
質
を
あ
ら
は
せ
る
も
の
と
お
ぼ
し
。
男
の
性
は
戦 

ふ
に
適
し
、
女
の
性
は
争
ふ
に
適
す
。
わ
れ
曾
て
沈
南
蘋
の
画
け
る
鶏
の 

図
を
見
し
に
、
上
に
、
さ
ま
で
角
ば
ら
ぬ
巨
巌
あ
り
て
樹
木
生
ひ
、
下
に 

雌
雄
二
弱
の
鶏
あ
り
。
雌
鶴
は
、
微
虫
を
見
付
け
て
、
体
を
屈
し
て
、
唯 

わ
け
も
無
く
嬉
し
さ
う
に
、
之
を
食
は
む
と
し
、
雄
鶏
は
、
虫
な
ど
に
は 

目
も
く
れ
ず
、
昂
然
と
し
て
立
ち
、
口
を
開
き
て
歌
は
む
と
す
。
わ
れ
、 

こ
の
意
匠
を
面
白
し
と
思
ひ
ぬ
。
女
は
、
概
し
て
、
愛
に
生
死
す
。
男
に 

し
て
愛
に
の
み
執
着
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
餘
程
の
意
氣
地
無
し
也
。
利
慾 

に
執
着
す
る
も
、
凡
物
た
る
を
免
れ
ず
。
わ
れ
今
こ
の
一
対
の
男
女
の
山 

上
に
あ
り
し
様
を
想
像
す
る
に
、
男
は
、
巌
頭
に
立
ち
、
天
下
を
小
と
す 

る
の
概
を
示
し
て
、
放
吟
せ
ざ
り
し
や
。
女
は
よ
き
花
は
無
き
か
、
あ
の 

木
が
取
り
た
し
な
ど
、
う
ろ
う
ろ
見
廻
ら
ざ
り
し
や
。 

 



二
、
笠
置
寺 

四
町
目
の
掛
茶
屋
に
小
憩
し
、
六
町
目
に
、
上
の
堂
を
見
て
数
十
歩 

ゆ
け
ば
、
導
者
曰
く
、
こ
ゝ
は
も
と
、
仁
王
門
の
あ
り
し
処
に
し
て
、
元 

弘
の
戦
に
一
の
木
戸
を
設
け
た
り
し
処
也
。
頂
上
ま
で
、
一
二
町
に
過
ぎ 

ず
。
当
年
、
賊
の
大
軍
、
押
寄
せ
て
、
鬨
の
声
を
あ
げ
た
る
が
、
官
軍
は
、 

山
上
に
こ
も
り
て
、
音
も
せ
ず
。
賊
兵
や
す
や
す
と
、
こ
ゝ
ま
で
上
り
来 

る
。
山
上
よ
り
、
足
助
次
郎
現
は
れ
出
で
ゝ
、
自
か
ら
名
乗
り
、
強
弓
を 

引
き
し
ぼ
り
て
、
一
矢
の
下
に
、
賊
の
一
将
、
荒
尾
九
郎
を
射
斃
し
，
二 

の
矢
に
て
、
そ
の
弟
、 

孫
五
郎
を
射
斃
す
。
こ
れ
を
手
始
め
と
し
て
激
戦 

し
け
る
が
、
官
軍
に
本
性
房
と
い
ふ
怪
力
の
僧
あ
り
。
大
石
を
取
り
て
は 

投
げ
、
取
り
て
は
投
ぐ
。
賊
兵
の
圧
死
す
る
も
の
其
数
を
知
ら
ず
、
積
屍
， 

左
右
の
谷
を
埋
め
、
鮮
血
流
れ
て
、
木
津
川
為
め
に
赤
か
り
き
な
ど
語
る
。 

南
の
谷
は
、
地
獄
谷
の
名
あ
り
。
北
の
谷
は
、
血
染
の
谷
の
名
あ
り
。
名 

の
み
を
聞
き
て
も
ぞ
っ
と
す
る
ば
か
り
也
。 

 

麓
よ
り
凡
そ
八
町
に
し
て
頂
上
に
達
す
。
小
さ
き
山
の
割
に
は
、
頂
上 

は
広
し
。
笠
置
寺
あ
り
。
山
僧
店
を
張
り
て
、
茶
を
売
り
、
絵
葉
書
を
も 

売
る
。
元
弘
の
戦
の
前
に
は
、
山
上
に
四
十
九
坊
あ
り
し
が
、
今
は
、
た 

だ
、
こ
の
一
坊
の
み
存
す
と
い
ふ
。
鐘
楼
あ
り
、
古
鐘
懸
る
。
建
久
元
年 

の
鋳
造
に
係
れ
る
逸
品
な
る
が
、
近
時
国
宝
と
な
り
て
、
撞
く
こ
と
能
は 

ず
と
い
ふ
。
鐘
楼
を
左
に
見
て
、
少
し
行
け
ば
、
路
の
左
に
椿
本
祠
あ
り
。 

其
左
に
空
地
あ
り
。
も
と
天
満
宮
の
在
り
た
る
処
也
。
醍
醐
天
皇
行
幸
あ 

ら
せ
ら
れ
し
時
、
菅
公
扈
従
し
た
り
け
れ
ば
、
後
人
、
其
徳
を
慕
ひ
て
、 

天
満
宮
を
建
て
け
る
が
、
後
、
山
下
に
移
さ
れ
た
る
な
り
と
云
ふ
。
梅
林 

を
右
に
見
、
大
師
堂
の
石
壇
を
左
に
見
て
ゆ
け
ば
、
三
大
石
相
並
ぶ
。
高 

さ
四
五
丈
。
堂
堂
と
し
て
天
を
衝
く
。
こ
れ
笠
置
寺
の
本
尊
也
。
右
が
弥 

勒
石
、
左
が
薬
師
石
、
中
央
が
文
珠
石
、
そ
れ
ぞ
れ
其
名
に
負
へ
る
仏
像 

を
刻
み
て
、
之
を
内
に
し
て
偉
大
な
る
本
堂
建
ち
居
り
し
が
、
元
弘
の
兵 

火
に
、
堂
は
焼
け
、
像
相
も
消
え
失
せ
た
り
な
ど
説
明
す
。
こ
の
三
大
石 

を
包
蔵
し
た
り
し
堂
の
大
さ
想
ふ
べ
し
。
今
は
巌
前
に
正
月
堂
と
い
ふ
小 

堂
い
と
古
り
て
、
扉
閉
ぢ
た
り
。
十
三
重
の
石
塔
苔
を
帯
び
て
、
笈
々
と 

し
て
高
し
。
樹
木
さ
へ
四
面
を
蔽
ひ
、
境
目
か
ら
幽
怪
也
。 

 

 

正
月
堂
の
後
を
ゆ
け
ば
、
前
の
三
石
に
譲
ら
ざ
る
大
石
二
つ
並
ぶ
。
金 

剛
界
石
と
な
し
、
胎
蔵
界
石
と
な
す
。
二
石
の
間
は
、
千
手
窟
と
云
ひ
、 

一
に
龍
窟
と
云
へ
ど
、
石
缺
け
て
、
今
は
窟
ら
し
く
は
見
え
ず
。
又
前
の 

五
石
と
彷
彿
た
る
巨
石
あ
り
。
其
面
に
、
仏
像
を
刻
め
り
。
虚
空
蔵
石
と 



い
ふ
仏
名
を
負
ひ
た
る
な
り
。
其
仏
像
石
に
応
じ
て
、
甚
だ
大
な
る
が
、 

線
画
に
し
て
、
彫
り
出
せ
る
に
は
あ
ら
ず
。
胎
内
潜
を
過
ぎ
、
太
鼓
の
音 

す
る
と
い
ふ
太
鼓
石
の
下
を
く
ぐ
り
て
、
巨
巌
の
上
に
立
て
ば
、
高
さ
五 

六
尺
周
囲
二
三
十
尺
の
石
あ
り
。
押
せ
ば
動
揺
す
。
曰
く
、
揺
ぎ
石
也
。 

見
下
す
谷
の
彼
方
に
は
、
小
瀑
懸
る
。
曰
く
千
手
滝
也
。
東
北
な
る
山 

の
彼
方
に
、
白
壁
ぼ
つ
ぼ
つ
見
ゆ
る
を
指
し
て
、
あ
れ
は
○
○
○
村
也
（
注
・ 

伏
字
と
す
る
）。
当
年
、
賊
は
、
あ
の
村
の
民
に
案
内
を
頼
み
、
風
雨
の
夜
に
乗
じ
て
登
り 

来
り
、
火
を
放
ち
て
賊
を
陥
れ
た
る
な
り
と
い
ふ
。
頼
山
陽
が 

 

居
民
為
レ

我
指
二

村
墟
一

。
為
二

賊
郷
導
一

実
由
レ

渠
。
至
レ

今
猶
不
通
二

婚 

嫁
一

。
童
嬬
唾
罵
斥
如
レ

奴
。
鳴
呼
蚩
氓
猶
能
弁
二

大
義
一

。
寄
レ

語
人
間
士 

大
夫
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
、
痛
快
の
語
を
吐
き
た
る
は
、
こ
ゝ
の
事
な
り
と
、
現
に
其
村
を
見
て
、 

感
慨
一
層
深
し
。
今
も
な
ほ
あ
の
村
の
者
と
は
交
際
せ
ぬ
か
と
問
へ
ば
、 

然
り
と
答
ふ
。
何
故
に
と
念
を
押
し
て
見
た
る
に
、
こ
は
そ
も
如
何
に
、 

癩
病
村
な
る
故
に
嫌
ふ
な
り
と
い
ふ
。
更
に
語
を
つ
ぎ
て
、
其
癩
病
も
天 

罰
な
り
と
、
肩
を
聳
か
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
、
元
弘
の
乱 

松
の
枝
に
す
が
り
て
、
偉
大
な
る
平
等
石
の
上
に
の
ぼ
る
。
木
津
川
脚 

下
に
在
り
。
眼
界
は
南
北
に
せ
ま
く
し
て
、
東
西
に
長
し
。
東
は
遙
に
伊
勢 

の
兜
山
を
望
み
、
西
は
遙
に
摂
津
の
六
甲
山
を
望
む
。
掛
茶
屋
に
少
憩
し
、 

菅
公
冠
掛
松
の
枯
木
と
な
れ
る
を
路
傍
に
見
て
、
西
に
転
ず
れ
ば
、
一
大
石 

立
て
り
。
貝
吹
石
と
い
ふ
。
西
と
南
北
と
の
眺
望
ひ
ら
け
た
り
。
導
者
遙 

に
西
方
の
翠
峰
を
指
し
て
、
奈
良
の
春
日
山
な
り
と
い
ふ
。
戻
り
て
東
行 

し
、
北
に
数
十
級
の
石
段
を
攀
づ
れ
ば
、
石
柵
あ
り
。
中
に
樹
木
し
げ
る
。 

弥
勒
、
薬
師
、
文
珠
三
石
の
上
に
当
る
。
こ
れ
当
年
本
堂
の
あ
り
し
処
に 

し
て
、
後
醍
醐
天
皇
の
行
在
所
に
充
て
給
ひ
し
処
也
。 

 
 

 

元
弘
元
年
八
月
二
十
四
日
、
後
醍
醐
天
皇
は
都
を
出
で
ゝ
、
ひ
と
先
づ 

奈
良
へ
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
、
二
十
九
日
、
移
り
て
、
茲
に
た
て
籠
ら
せ
給 

ふ
。
今
の
暦
に
て
云
へ
ば
、
九
月
の
末
、
秋
既
に
深
く
、
冷
風
身
に
浸
む 

頃
也
。
集
ま
れ
る
兵
と
て
は
初
は
僅
に
五
百
騎
に
過
ぎ
す
。
増
し
て
漸
く 

三
千
騎
と
な
り
た
る
も
、
も
と
こ
れ
烏
合
の
衆
也
。
山
陽
の
「
龍
旂
憑
レ

険 

事
倉
卒
」
と
は
、
言
ひ
得
て
盡
せ
り
。
寺
を
俄
に
城
と
し
た
れ
ば
、
防
備
は 

不
十
分
也
。
兵
糧
と
て
も
、
久
し
く
は
支
へ
得
ざ
る
べ
し
。
而
し
て
四 

面
よ
り
来
り
攻
む
る
北
條
の
軍
は
七
萬
騎
に
余
れ
り
。 



憂
か
り
け
る
身
を
秋
風
に
さ
そ
は
れ
て 

思
は
ぬ
山
の
紅
葉
を
ぞ
見
る 

と
の
御
製
、
今
に
遊
客
の
膓
を
断
た
し
む
。
さ
れ
ど
、
さ
す
が
に
、
天
険 

の
地
な
れ
ば
、
凡
そ
一
箇
月
は
支
へ
得
た
り
。
火
攻
の
不
意
撃
な
く
ば
、 

未
だ
斯
く
俄
に
陥
ら
ざ
り
し
な
る
べ
し
。
火
攻
の
策
を
講
じ
た
る
陶
山
、 

小
見
山
の
二
賊
将
、
憎
し
と
も
憎
し
。
さ
れ
ど
、
順
逆
を
離
れ
て
考
ふ
れ 

ば
、
そ
の
胆
勇
は
取
る
べ
し
。
攻
城
三
十
日
に
も
及
べ
ど
も
、
未
だ
陥
ら 

ず
。
こ
の
天
険
、
兵
力
の
み
を
以
て
、
急
に
抜
き
難
し
。
二
将
は
部
下
の 

五
十
人
と
共
に
死
を
誓
ひ
ぬ
。
決
死
の
前
に
は
、
堅
城
な
し
。
天
な
る
哉 

九
月
二
十
八
日
の
夜
は
暴
風
雨
也
。
決
死
の
五
十
人
、
北
方
の
険
を
攀
づ
。 

官
軍
も
、
此
方
面
は
険
を
恃
み
て
、
備
へ
ざ
り
け
れ
ば
、
悟
ら
れ
ず
し 

て
城
へ
入
り
、
大
胆
に
も
城
中
残
る
隈
な
く
見
廻
は
る
。
五
十
人
の
足
音 

は
、
さ
す
が
に
、
そ
れ
と
怪
ま
れ
た
れ
ど
、
風
雨
烈
し
け
れ
ば
，
夜
廻
り 

を
す
る
な
り
と
ご
ま
か
し
、
明
き
た
る
一
堂
を
見
出
し
て
火
を
放
つ
。
火 

入
り
た
り
と
思
ひ
、
山
下
の
賊
は
、
内
応
者
あ
り
と
て
、
勇
ん
で
攻
め
上 

る
。
見
る
ま
に
、
一
山
、
火
と
な
り
ぬ
。
惨
烈
な
る
哉
、
か
く
て
、
城
は
、 

も
ろ
く
も
陥
り
た
る
也
。 

さ
し
て
行
く
笠
置
の
山
を
出
で
し
よ
り 

 

あ
め
が
下
に
は
隠
家
も
無
し 

の
御
製
、
益
々
、
遊
客
の
膓
を
断
た
し
む
。
い
た
ま
し
い
哉
。
一
天
万
乗 

の
御
身
．
随
へ
る
も
の
と
て
は
、
た
だ
藤
房
兄
弟
二
人
、
踏
み
も
な
ら
さ 

れ
ぬ
野
に
、
山
に
、
路
は
捗
ら
ず
、
餓
う
れ
ど
も
、
食
を
求
む
る
家
も
な 

く
、
草
を
枕
に
夢
も
結
ば
れ
ざ
れ
し
当
日
の
御
難
義
の
程
、
思
ひ
つ
ま
る 

だ
に
涙
也
。
和
束
郷
の
山
中
に
て
捕
へ
ら
れ
給
へ
り
と
あ
れ
ど
そ
の
場 

所
は
、
さ
だ
か
な
ら
ず
。
木
津
川
よ
り
北
の
方
、
鷲
峰
山
の
あ
た
り
に 

や
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

四
、
行
在
所
の
遺
趾 

 
 

明
治
の
聖
代
、
わ
れ
元
弘
行
在
所
の
遺
趾
の
前
に
立
ち
て
、
五
百
年
前 

の
昔
を
緬
想
す
れ
ば
兵
馬
の
声
も
聞
ゆ
る
が
如
く
、
風
雨
の
夜
の
猛
火
も 

見
ゆ
る
が
如
し
、
目
に
は
、
陽
春
四
月
の
光
景
あ
り
。
心
に
は
、
元
弘
の 

世
の
秋
風
咽
ぶ
。
松
と
梅
の
若
木
を
植
ゑ
て
、
木
棚
を
め
ぐ
ら
し
、
中 

間
に
榜
し
て 

竹
田
宮
殿
下
御
手
植
の
松
竹
梅
と
し
る
し
た
り
。
導
者
に 

向
ひ
て
、
竹
は
何
処
に
か
と
問
へ
ば
、
竹
田
の
宮
の
竹
が
、
即
ち
竹
な
り 

と
て
笑
ふ
。
大
師
堂
を
過
ぎ
て
梅
園
に
い
た
る
。
山
上
の
一
周
、
こ
れ
に 



て
終
は
れ
り
。
お
よ
そ
七
八
町
の
程
也
。
歩
々
す
べ
て
歴
史
の
跡
あ
り
。 

怪
岩
奇
石
、
応
接
に
遑
あ
ら
す
。
緑
苔
、
長
へ
に
露
を
含
み
、
青
松
、
空 

し
く
当
年
の
操
を
守
る
。
眺
望
の
佳
、
風
光
の
美
、
人
を
し
て
、
歩
の
移 

つ
る
を
覚
え
ざ
ら
し
む
。
麓
よ
り
往
復
二
十
三
四
町
、
路
も
険
な
ら
ず
、 

老
幼
も
上
る
を
得
べ
し
。
処
々
に
茶
店
あ
り
。
こ
の
日
、
二
三
時
の
間
に 

三
四
十
人
の
遊
客
に
あ
へ
り
。
平
生
遊
客
の
多
き
こ
と
、
推
し
て
知
る
べ 

き
也
。 

今
昔
物
語
に
拠
れ
ば
、
天
智
天
皇
の
御
世
、
文
武
天
皇
ま
だ
皇
子
に
て 

お
は
せ
し
時
、
こ
の
山
猟
し
給
ひ
し
に
、
鹿
出
で
け
れ
ば
、
馬
を
駆
つ 

て
追
ひ
給
ふ
。
鹿
見
え
ず
な
り
て
、
は
や
り
切
っ
た
る
馬
、
あ
は
や
、
懸 

崖
よ
り
落
ち
か
ゝ
る
。
皇
子
心
に
山
神
を
念
じ
、
命
助
か
ら
ば
、
こ
ゝ
に 

弥
勒
の
像
を
刻
ま
む
と
誓
ひ
給
ふ
に
、
馬
、
静
に
退
き
て
、
辛
う
じ
て
無 

事
な
る
こ
と
を
得
給
へ
り
。
よ
り
て
、
弥
勒
の
像
を
刻
み
給
ひ
け
る
が
、 

そ
れ
が
寺
の
基
と
な
り
て
、
後
世
、
良
弁
僧
正
、
こ
ゝ
に
堂
宇
を
建
て
た 

り
と
也
。
笠
置
寺
の
縁
起
に
は
、
文
武
天
皇
を
天
武
天
皇
に
し
、
寺
も
そ 

の
勅
順
に
成
る
と
せ
り
。
地
勢
、
よ
し
や
、
多
少
の
変
化
は
あ
り
し
も
、 

こ
の
山
に
馬
は
受
取
り
難
し
。 

十
訓
抄
に
拠
れ
ば
、
中
納
言
和
田
麿
の
子
孫
、
余
古
大
夫
と
い
ふ
も
の
、 

三
輸
市
の
傍
に
城
を
構
へ
て
住
み
け
る
が
、
妻
の
事
よ
り
争
ひ
起
り
て
、 

敵
に
攻
め
寄
せ
ら
れ
、
城
陥
り
、
漸
く
身
を
脱
し
て
。
笠
置
山
中
の
窟
内 

に
潜
む
。
一
匹
の
大
蜂
、
窟
口
の
蜘
蛛
の
網
に
か
ゝ
り
て
、
脱
す
る
能
は 

ず
。
憐
み
て
、
放
ち
や
り
け
る
に
、
そ
の
夜
、
柿
の
水
干
着
た
る
男
あ
ら 

は
れ
て
、
君
敗
れ
た
れ
ど
、
な
ほ
二
三
十
の
兵
は
残
れ
る
な
る
べ
し
。
そ
れ 

を
こ
ゝ
に
呼
び
集
め
給
へ
。
こ
の
山
に
わ
れ
ら
蜂
の
群
四
五
千
ば
か
り
あ 

り
。
力
を
合
せ
て
、
助
勢
せ
む
と
云
ふ
。
そ
の
言
に
従
ひ
て
、
残
兵
を
集
め 

た
る
に
、
敵
兵
三
百
ば
か
り
来
り
攻
む
。
衆
寡
も
と
よ
り
敵
せ
ざ
れ
ど
も 

群
蜂
雲
霞
の
如
く
敵
軍
に
向
ひ
、
一
人
毎
に
二
三
十
乃
至
四
五
十
と
り
つ 

き
て
苦
し
む
る
に
、
敵
は
弓
矢
も
取
れ
す
、
之
に
乗
じ
て
、
敵
軍
を
殺
し 

つ
く
し
、
目
出
度
く
本
城
に
安
堵
す
る
を
得
た
り
。
蜂
も
死
す
る
も
の
少 

な
か
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
為
め
に
堂
を
建
て
ゝ
毎
年
忌
日
に
法
養
を
営
み
け 

り
と
也
。 

 

後
鳥
羽
上
皇
の
導
師
と
な
り
、
解
脱
上
人
の
諡
号
さ
へ
賜
は
り
て
、
徳 

望
一
世
に
高
か
り
し
名
僧
貞
慶
も
、
そ
の
晩
年
の
五
六
年
前
ま
で
は
、
笠 

置
の
寺
に
居
る
こ
と
、
二
十
年
の
久
し
き
に
及
ベ
り
。
召
さ
れ
て
、
一
杖 

一
笠
、
瓢
然
と
し
て
玉
階
の
下
に
あ
ら
は
れ
し
ば
か
り
、
物
に
拘
は
ら
ざ 

れ
ど
、
一
身
規
律
に
合
し
、
法
を
説
け
ば
、
百
官
舌
を
捲
い
て
驚
嘆
す
。 



春
日
神
社
に
詣
づ
れ
ば
、
群
鹿
も
敬
し
て
、
う
づ
く
ま
り
た
り
と
ぞ
。
上 

人
の
遺
徳
、
笠
置
の
山
を
し
て
一
層
霊
な
ら
し
む
。
楠
公
も
、
一
た
び
、 

こ
こ
の
行
在
所
に
召
さ
れ
し
こ
と
あ
り
。
山
陽
の
「
藤
公
伝
レ

勅
楠
公
跪
、 

此
処
是
耶
未
レ

可
レ

知
」
の
句
、
殊
に
痛
切
な
る
を
覚
ゆ
る
也
。 

 

五
、
有
市
鉱
泉 

笠
置
山
を
下
り
、
一
旅
店
に
小
憩
し
、
導
者
と
別
れ
て
、
木
津
川
を
舟 

に
て
渡
る
。
笠
置
山
、
清
流
を
圧
す
。
さ
き
に
は
見
下
し
て
、
面
白
し
と 

思
ひ
、
今
は
見
上
げ
て
、
ま
た
面
白
し
と
思
ふ
。
一
方
に
は
、
絶
壁
怒
立 

し
、
水
深
く
し
て
淵
を
な
す
。
一
族
の
人
家
、
川
を
夾
む
。
南
を
南
笠
置 

と
云
ひ
、
北
を
北
笠
置
と
い
ふ
。
国
道
は
北
に
通
ず
れ
ど
も
、
汽
車
は
南 

に
通
ず
。
南
に
は
、
旅
店
四
五
軒
あ
れ
ど
も
，
北
に
は
、
商
人
宿
が
唯
一 

軒
あ
る
の
み
也
。 

， 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

木
津
川
の
右
岸
を
上
り
つ
ゝ
、
笠
置
山
の
北
面
を
看
る
。
巨
石
多
く
露 

出
す
。
中
腹
な
る
自
然
の
巨
石
の
面
に
、
行
宮
遺
址
の
四
大
字
刻
ま
れ
た 

り
。
小
松
宮
殿
下
の
御
筆
蹟
也
。
一
町
へ
だ
ゝ
り
て
も
、
文
字
明
か
に
見 

ゆ
。
そ
の
大
さ
、
知
る
べ
し
。 

 

今
に
婚
家
を
通
ぜ
ず
と
い
ふ
○
○
○
の
孤
村
を
対
岸
に
見
て
、
有
市
の 

鉱
泉
宿
に
投
ず
。
笠
置
駅
よ
り
は
二
十
五
六
町
、
大
河
原
駅
よ
り
は
十
七 

八
町
の
程
也
。
線
路
に
接
し
、
兼
ね
て
鉄
橋
に
接
し
、
山
觜
に
靠
り
、
水 

に
沈
み
て
、
危
楼
、
勢
飛
ば
む
と
す
。
泉
質
は
、
炭
酸
泉
に
属
す
。
飲
用 

に
も
適
す
。
其
味
、
ラ
ム
ネ
の
如
し
。
泉
源
を
看
る
に
、
川
底
に
崛
起
せ 

る
大
盤
石
の
中
に
あ
り
て
、
滾
々
と
し
て
湧
く
。
一
時
間
に
幾
石
か
出
づ 

る
ら
む
。
鉱
泉
の
宿
は
唯
一
軒
に
て
、
浴
用
に
汲
み
取
る
は
、
ほ
ん
の 

一
小
部
分
に
過
ぎ
ず
。
惜
し
や
、
幾
ん
ど
総
べ
て
川
に
流
れ
出
づ
。
知
ら 

ず
、
木
津
川
の
魚
族
、
為
に
健
な
る
や
、
否
や
。 

 

六
、
明
神
の
大
滝 

あ
く
る
日
、
明
神
の
大
滝
を
見
む
と
て
、
上
流
さ
し
て
行
く
。
路
、
川 

と
離
れ
て
、
ま
た
逢
ふ
。
大
河
原
の
停
車
場
を
過
ぎ
、
北
大
河
原
の
家
並 

の
取
付
よ
り
右
折
す
。
両
山
屏
風
の
如
く
、
川
を
夾
む
。
一
縷
の
細
径
、 

有
る
が
如
く
、
無
き
が
如
し
。
石
切
場
ま
で
は
、
す
た
す
た
歩
み
し
が
、 

そ
こ
を
過
き
て
は
、
歩
行
稍
困
難
也
。
凡
そ
七
八
町
来
つ
ら
む
と
思
ふ
所 

に
、
石
の
洲
あ
り
て
、
水
二
派
と
な
り
、
凡
そ
四
五
十
間
の
間
、
勾
配
稍 



急
に
し
て
、
川
水
奔
騰
し
、
怒
っ
て
鞺
鞳
の
声
を
為
す
。
こ
れ
即
ち
朝
神 

の
大
瀧
也
。
瀧
つ
瀬
と
い
ふ
べ
き
も
の
に
て
、
普
通
の
意
味
に
於
る
滝
に 

は
あ
ら
ず
。
筏
も
下
れ
ば
、
鮎
も
上
る
。
以
て
其
の
勾
配
の
度
を
推
す
べ 

し
。
滝
の
上
の
方
に
、
巨
巌
孤
立
し
て
、
兜
の
如
く
、
小
松
を
帯
び
、
満 

開
の
躑
躅
を
も
多
く
帯
び
て
ヽ
甚
だ
美
也
。 

明
神
の
大
瀧
は
、
わ
れ
物
の
本
に
て
知
り
た
る
が
、
そ
れ
に
拠
り
て
想 

像
せ
し
と
は
、
様
も
異
な
り
、
場
所
も
異
な
れ
る
に
、
若
し
や
、
こ
の
外 

に
も
あ
る
か
と
て
、
靴
や
、
外
套
や
、
荷
物
や
は
、
巌
頭
に
お
き
、
身
を 

軽
く
し
て
巌
を
つ
た
う
て
進
む
。
処
々
の
巌
に
、
躑
躅
さ
け
り
。
流
鶯
の 

声
も
聞
こ
ゆ
。
凡
そ
七
八
町
に
し
て
、
川
一
曲
し
て
一
大
深
淵
を
為
す
。 

弓
ケ
淵
と
称
す
。
形
に
よ
り
て
名
付
け
た
り
と
お
ぼ
し
。
而
か
も
、
引
き 

し
ぼ
り
た
る
弓
也
。 

そ
の
弓
身
に
は
、
巨
巌
虎
蹲
し
、
熊
踞
す
。
淵
は
静 

に
し
て
、
少
し
も
波
だ
た
ず
。
物
凄
き
ば
か
り
紺
碧
也
。
深
さ
百
尋
に 

余
る
と
云
ひ
伝
ふ
。
蛟
龍
や
潜
め
る
。
前
の
大
滝
と
は
、
好
一
対
の
対
照 

な
る
が
、
余
は
、
寧
ろ
、
こ
の
淵
の
崇
高
の
趣
を
取
ら
む
哉
。 

又
七
八
町
ゆ
け
ば
、
川
二
つ
に
わ
か
ち
。
木
津
川
こ
ゝ
に
終
り
て
、
右 

は
名
張
川
と
な
り
、
左
は
伊
賀
川
と
な
る
。
こ
ゝ
に
も
可
成
り
の
急
湍
あ 

れ
ど
、
前
の
急
湍
に
は
比
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。 

伊
賀
川
の
右
岸
を
つ
た
ふ 

こ
と
十
三
四
町
に
し
て
、
終
に
笹
瀬
橋
に
達
す
。
大
河
原
よ
り
月
瀬
へ
通 

ふ
の
路
に
当
る
。
こ
ヽ
に
始
め
て
人
に
逢
ひ
て
、
問
へ
ば
、
や
は
り
、
さ 

き
の
急
湍
が
、
明
神
の
大
滝
な
り
。
さ
ら
ば
と
て
、
引
き
か
え
し
、
荷
物 

な
ど
置
き
た
る
巌
頭
に
戻
り
、
や
れ
や
れ
と
、
先
ず
帽
子
を
脱
ぎ
、
上
衣 

を
脱
ぎ
、
ち
ょ
っ
き
を
脱
ぎ
、
し
ゃ
つ
ま
で
脱
ぎ
て
、
上
半
身
の
汗
を
拭 

ひ
去
れ
ば
、
心
す
が
す
が
し
。
煙
草
吹
か
し
て
瀧
つ
瀬
を
眺
め
、
巨
巖
を 

眺
め
、
躑
躅
を
眺
む
。
去
ら
む
と
し
て
、
顧
み
れ
ば
、
帽
子
な
し
。
さ
て 

は
、
知
ら
ぬ
間
に
、
風
伯
の
奪
ひ
去
り
け
る
に
や
。
い
と
粗
末
な
る
、
古 

び
た
る
鳥
打
帽
也
。
そ
れ
が
風
に
吹
き
去
ら
れ
し
と
て
、
何
の
事
も
な
け 

れ
ど
、
わ
れ
に
は
思
ひ
出
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
先
頃
、
一
友
人
の
家
に 

ゆ
き
し
こ
と
あ
り
し
が
、
細
君
氣
付
き
て
、
帽
子
が
、
か
は
れ
り
と
い
ふ
。 

そ
の
ま
ゝ
か
ぶ
り
て
、
他
の
友
人
の
家
に
ゆ
け
り
。
後
、
ふ
と
路
に
相
逢 

ひ
、
帽
子
が
か
は
れ
り
と
云
は
れ
て
、
始
め
て
，
そ
れ
と
知
り
て
、
と
り 

か
へ
た
り
。
つ
い
、
四
五
日
前
、
学
生
の
集
会
へ
赴
き
し
が
、
ま
た
、
か 

は
れ
り
。
い
づ
れ
も
、
茶
色
が
ゝ
り
て
居
り
し
が
、
此
度
の
は
、
裏
が
無  

け
れ
ば
、
直
に
、
そ
れ
と
気
付
き
た
り
。
元
来
、
旅
に
は
、
鳥
打
帽
を
最 

も
便
と
す
。
風
に
飛
ば
さ
れ
ぬ
こ
と
と
、
林
藪
の
中
を
行
き
て
も
、
枝
に
さ 

は
ら
ぬ
こ
と
と
は
、
他
の
帽
子
の
企
て
及
ば
ぬ
所
也
。
ま
た
、
他
の
帽 



子
は
頭
の
大
小
に
よ
り
て
、
合
ふ
、
合
は
ぬ
が
有
れ
ど
、
鳥
打
帽
だ
け
は
、 

何
人
に
も
合
ふ
。
こ
れ
は
、
便
利
で
も
な
け
れ
ど
、
鳥
打
帽
の
特
色
也
。 

そ
の
代
り
に
、
取
り
か
へ
ら
れ
易
き
也
。
さ
る
に
て
も
、
三
た
び
ま
で
取 

り
ま
ち
が
へ
、
終
に
風
伯
に
奪
は
る
。
よ
く
よ
く
間
の
抜
け
た
男
と
、
帽 

子
や
笑
は
む
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
終
わ
り
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